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第14回 新潟医療福祉学会学術集会

卒業時保健師実践能力到達度調査から見た教育

評価第2報― 「集団/地域を対象 とした基礎的実践

能力」の自己評価結果―

新潟医療福祉大学看護学科 ・宇田優子,稲 垣千文

中山和美,袖 山悦子,坪 川麻樹子

【背景】

「看護教育の内容と方法に関する検討会報告書(以 下、報

告書とする)」1)では、保健師に求められる実践能力を5つ 設

定し、能力獲得ができる教育を求めている。第13回 学術集会

において 「施策化能力」を発表したが、第2報 では 「集団/

地域を対象とした基礎的実践能力」に焦点をあてて教育評価

を実施したので報告する.

【方法】

調査方法:平 成25年 度卒業見込みのA大 学看護学科4年 生

を対象に平成26年2月 に集合自記式質問紙調査を行った。

調査内容:報 告書1)にある 「保健師に求められる実践能力と

卒業時の到達 目標 と到達度(集 団/地 域)」 を使用 した.大 項

目Ⅰ とII(表1)を 合 わせて 「基礎的実践能力」 と本研究では

定義 した。到達度は各実践能力小項 目別に設定 されている、

「Ⅰ.少 しの助言で 自立 して実施できる」「ⅠⅠ.指導のもとで

実施できる(指 導保健師や教員の指導の もとで実施できる)」

「ⅠⅠⅠ.学内演習で実施できる(事 例等 を用いて模擬的に計画

を立てた り実施できる)」 「IV.知 識 としてわかる」を、「でき

る」「概ねできる」「あま りできない」「できない」の4件 法で

行った.

倫理的配慮:新 潟 医療福祉大学倫理委員会の承認を得て行い、

対象者へは研究の意図及び倫理的配慮の内容を文書 と口頭で

説明し、同意書にて同意を得て行った.

【結果及び考察】

配布83名 回収82名(回 収率98.8%).小 項 目数 は37項 目

である(表1).報 告 書1)で は小項 目毎に 「学生80%以 上 の到

達」 を目標に教育す るよ うに示 しているため、 「できる」 「概

ねできる」を到達 してい ると定義 し、両者の合計で到達率 を

算定 した.到 達率80%以 上 の項 目は37項 目中27(72.3%)で

あ った.到 達率80%以 下 の10項 目の うち到達度Ⅰ は3項 目、

ⅠⅠは6項 目、ⅠⅠⅠが1項 目であった.

先 行研究2)に 比 してA大 学の結果は良好であった.未 到達

10項 目の要因を更に分析 し、到達するよ う教育内容 の検討が

必要である。

【結論】

「地域保健活動 の基礎的実践能力」は、報告書1)が 求める

水準の7割 に達 していた.
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